
ＯＥＣＤ 国際成人力調査 （ＰＩＡＡＣ）のポイント

調査概要

結果概要

○16歳から65歳の成人が対象。

○社会生活において成人に求められる能力を測定し、年齢や学歴等との関連を調査。

○読解力、数的思考力、ＩＴを活用した問題解決能力の３分野のスキルを調査。

○今回が初めての調査であり、24か国・地域において、約15万7千人を対象に実施。

○我が国では、約5,200人の成人を対象に実施。（平成23年8月～翌24年2月）

○調査は、原則として、パソコンを使用したコンピュータ調査により実施。
コンピュータの操作テストに合格しなかった場合や、紙での調査を希望した場合等
には、紙での調査を実施。

※紙での調査では、ＩＴを活用した問題解決能力の調査は行われない。

○調査結果は0～500点で示され、
・読解力と数的思考力に関しては、高い順にレベル５～レベル１未満の６段階
・ＩＴを活用した問題解決能力に関しては、同じくレベル３～レベル１未満の４段階
で評価・分析。

○我が国は、読解力、数的思考力の２分野において平均得点で参加国中第１位。

⇒レベル３・４の者の割合が参加国中最多。レベル５の割合も参加国中上位。

○ＩＴを活用した問題解決能力については、
・レベル２・３（中上位）の者の割合は、コンピュータ調査を受けなかった者を分母に
含めれば、ＯＥＣＤ平均並み（10位）に位置する。
・一方、コンピュータ調査を受けた者の平均得点では参加国中第１位。

※我が国は、コンピュータ調査ではなく、紙での調査を受けた者の割合が多かった。

読解力 数的思考力
ＩＴを活用した問題解決能力

国際的な
位置づけ

平均得点
［OECD平均］

１位

／２４ヵ国・地域

１位

／２４ヵ国・地域

296点
［273点］

288点
［269点］

コンピュータ調査を
受けた者の平均得点

１位

／２０ヵ国・地域

294点
［283点］

レベル２・３
（中上位）の割合

10位
／２０ヵ国・地域

35％
［34％］

■ コンピュータ調査でなく、紙調査を受けた者の割合 … 日 本 ３６．８％
ＯＥＣＤ平均 ２４．４％

※

※ＩＴを活用した問題解決能力の平均得点は、ＰＩＡＡＣのデータを元にコンピュータ調査解答者を母数として国立教育政策研究所が算出。
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ＰＩＡＡＣの分野別結果の各国比較

（注） ＩＴを活用した問題解決能力の平均得点は、ＰＩＡＡＣのデータを元にコンピュータ調査解答者を母数として国立教育政策研究所が算出。
キプロス、フランス、イタリア、スペインは、ITを活用した問題解決能力分野に参加していない（m=データが得られない）。
表中の数値が同じであっても順位が異なる場合があるのは、小数点以下の差異による。
なお、本表にはロシアのデータは記載されていない。

ＯＥＣＤ平均よりも統計的に有意に高い国

ＯＥＣＤ平均と統計的に有意差がない国

ＯＥＣＤ平均よりも統計的に有意に低い国

国名 読解力 数的思考力 ITを活用した問題解決能力

平均得点 平均得点
レベル2・3（中上位）
の成人の割合

平均得点

OECD平均 273 269 34% 283

オーストラリア 280（ 4） 268（13） 38%（ 6） 289（ 3）

オーストリア 269（17） 275（10） 32%（13） 284（ 7）

カナダ 273（11） 265（14） 37%（ 7） 282（12）

チェコ 274（ 9） 276（ 9） 33%（12） 283（ 9）

デンマーク 271（14） 278（ 7） 39%（ 5） 283（ 8）

エストニア 276（ 7） 273（11） 28%（16） 278（16）

フィンランド 288（ 2） 282（ 2） 42%（ 2） 289（ 2）

フランス 262（21） 254（20） m m

ドイツ 270（15） 272（12） 36%（ 8） 283（11）

アイルランド 267（20） 256（19） 25%（18） 277（18）

イタリア 250（23） 247（22） m m

日本 296（ 1） 288（ 1） 35%（10） 294（ 1）

韓国 273（12） 263（16） 30%（15） 283（10）

オランダ 284（ 3） 280（ 4） 42%（ 3） 286（ 6）

ノルウェー 278（ 6） 278（ 6） 41%（ 4） 286（ 5）

ポーランド 267（19） 260（18） 19%（19） 275（19）

スロバキア 274（10） 276（ 8） 26%（17） 281（13）

スペイン 252（22） 246（23） m m

スウェーデン 279（ 5） 279（ 5） 44%（ 1） 288（ 4）

アメリカ 270（16） 253（21） 31%（14） 277（17）

ベルギー 275（ 8） 280（ 3） 35%（11） 281（14）

イギリス 272（13） 262（17） 35%（ 9） 280（15）

キプロス 269（18） 265（15） m m

（ ）内は順位
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読解力

○我が国は、平均点で参加国中第１位。

○レベル５の割合は、フィンランド、オーストラリア等
に次いで４番目に多く、参加国中上位。

○レベル３・４の者の割合が参加国中最も多い。

○レベル２以下の者の割合は最も少ない。

○レベル１以下（レベル１、レベル１未満）の者の
割合が10％未満である国は日本のみ。

数的思考力
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○我が国は、平均点で参加国中第１位。

○レベル５の割合もフィンランド、スウェーデン等
に次いで６番目に多く、参加国中上位。

○レベル３・４の者の割合が参加国中最も多い。

○レベル２の者の割合はベルギーに次いで
２番目に少ない。

○レベル１以下の者の割合は最も少ない。

○レベル１以下の者の割合が10％未満である国
は日本のみ。

ＩＴを活用した問題解決能力
％

紙での調査を受けた者

○コンピュータ調査を受けなかった者を含めた
全体に対するレベル２・３の者の割合で見ると
我が国はＯＥＣＤ平均並み。

○コンピュータ調査を受けた者の平均得点では
参加国中第１位。

○コンピュータ調査を受けなかった者を含めた
全体で見ても、レベル３の割合はスウェーデン等
に次いで３番目に多く、レベル１未満の者の割合
は最も少ない。

○コンピュータ調査ではなく紙での調査を受けた
者の割合が３６．８％と、ＯＥＣＤ平均２４．４％を
大きく上回っている。

○コンピュータの操作テストで不合格となった者
の割合が参加国中最も多い。

⇒「ハイライト表示」の操作ができなかった者が
不合格者の９３％を占める。

○紙での調査を自ら希望した者の割合も、
ポーランド、アイルランドに次いで３番目に多い。

0

■ 紙調査を受けた者の割合
日 本 ３６．８％
ＯＥＣＤ平均 ２４．４％
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後期中等教育未修了 高等教育修了

背景調査とのクロス分析結果の概要

年齢との関係

学歴との関係

職業との関係

日本 ＯＥＣＤ平均

読解力と年齢の関係（１６～６５歳）

本人の学歴別の読解力の習熟度の分布（１６－６５歳）

○参加国全般に、読解力、数的思考力、ＩＴを活用
した問題解決能力のいずれのスキルについても、
学歴が高い者ほどスキルが高い傾向がある。

○我が国は、読解力、数的思考力において
いずれの学歴グループでも、ＯＥＣＤ平均を
上回り、スキルが世界トップクラスである。

後期中等教育修了

読解力と職業との関係（２０－６５歳）

●スキルド・ワーカー
・管理職、専門職、技術者・準専門職

●セミスキルド・ホワイトカラー
・事務職、サービス及び販売従事者

●セミスキルド・ブルーカラー
・農業、林業及び漁業従事者、技能工及び組立工等

●単純作業の従事者

（注）職業の分類は以下のとおり。

○参加国全般に、読解力、数的思考力、ＩＴを活用
した問題解決能力のいずれのスキルについても、
学校教育修了後も向上し、30歳前後でピークを
迎えた後、徐々に低下していく傾向がある。

○我が国は、いずれのスキルについても、
ほとんどの年齢で、ＯＥＣＤ平均を上回り、
他国に比べ、加齢にもかかわらず、
高い水準を維持している。

○参加国全般に、読解力、数的思考力、ＩＴを活用
した問題解決能力のいずれのスキルについても、
管理職などのスキルド・ワーカー、
事務職などのセミスキルド・ホワイトカラー、
技能工などのセミスキルド・ブルーカラー、
単純作業の従事者の順にスキルが高い傾向。

○我が国は、読解力、数的思考力について、
いずれの職業でも、ＯＥＣＤ平均を上回り、
スキルが世界トップクラスである。
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＊ＩＴを活用した問題解決能力に関して、OECDは得点別の分析を
行っていない。

＊ＩＴを活用した問題解決能力に関して、OECDは得点別の分析を
行っていない。



ＯＥＣＤ 国際成人力調査
ＰＩＡＡＣ ： Programme for the International Assessment of Adult Competencies

調査問題例

文部科学省

国立教育政策研究所



◇ 市民マラソンに関する問題【習熟度レベル：２，難易度：２４０点】

「レイクサイド市民マラソン・ウォーキング大会」のホームページを見てください。
次の質問の答えをクリックしてください。

市民マラソン開催者と話をしたいと思っています。
開催者の電話番号を調べるためのリンクをクリックしてください。

○状 況 私的
○形 式 文章と図表の混成型
○認知的ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ 情報の評価・熟考

このテキストは、ウェブサイトを模しており、「レイクサイド市民マラソン・ウォーキング大会」に
ついての情報を掲載している。解答者が最初に目にするページには、「問い合わせ先」、「よく
ある質問」等いくつかのリンクが並んでいる。解答者は、開催者の電話番号を調べるための
リンクを特定することを求められている。この問題項目に正答するためには、解答者は「問い
合わせ先」というリンクをクリックしなければならない。そのためには、デジタルテキストのナビ
ゲーション機能と、ウェブページのしきたりについての一定の理解が必要となる。この問題は、
ウェブ形式のテキストを見慣れている解答者にとってはかなり易しいかもしれないが、ウェブ
形式のテキストに馴染みがない解答者は、正しいリンクを特定するために、いくらかの推論を
しなければならない。 1

読解力の問題例

やや易しい



◇ 箱の問題 【習熟度レベル：３，難易度：３１５点】

○状 況 仕事関連
○数学 的 内 容 次元と形
○認知的ｽﾄﾗﾃｼﾞｰ 数学的情報の解釈、評価・分析

箱のイラストと四つの図を見てください。四つの図は、折り曲げて組み立てると箱になります。
次の質問の答えをクリックしてください。

四つの図のうち、組み立てるとイラストの箱に一番近いものはどれですか。

この問題には、折り曲げて組み立てられた箱のイラストが示されており、箱の底の部分の
寸法も示されている。解答者は、示されている４つの図のうち、組み立てるとイラストの箱に
一番近くなるものを選ぶよう問われている。

2

数的思考力の問題例

やや難しい



◇ 会議室の問題 【習熟度レベル：３，難易度：３４６点】

○状 況 仕事関連
○技 術 電子メール、ウェブ
○複 雑 さ 複数ステップ／複数制約

あなたは、仕事で会議室の予約申込みを処理します。

あなたが受信した3月16日分の申込みに関するメールを全て確認してください。
会議室予約システムを使い、これらの会議申込みを、可能な限り登録してください。
全ての申込みを処理したら、「次へ」をクリックして進んでください。

このタスクは、会議室予約システムを使って、特定の日の予約申込みに対応するもので

ある。予約申込みの中に応じられないものがあることが判明した場合、解答者は申込みを

拒否するという電子メールのメッセージを送らなければならない。タスクを正しく完了する

ためには、複数の制約（使える会議室の数と既存の予約の数等）を考慮にいれなければ

ならない。最初の制約のため、予約申込みのうちの一つには応じられないという行き詰ま

りが存在する。行き詰まりを解消する方法は、リクエストのうちの1つに対して断りのメッ
セージを送信するという、新たな副次目標（サブ・ゴール）を設定することである。環境の中

には、会議室の予約リクエストが受信トレイに入った電子メールソフトと、会議の時間に合

わせて会議室を割り振ることができる、ウェブ形式の予約ツールという、2つのアプリケー
ションが存在する。

この問題項目が要求するのは、行き詰まりを解消しなければならないようなスケジュー

ル問題を解決するために、ウェブ・アプリケーションといくつかの電子メールの情報を使う

こと、基準を定めて適用すること、及び調整の結果を知らせることである。複数のアプリ

ケーション、多数のステップが存在し、行き詰まりが組み込まれており、新たな環境（会議

室予約システム）の中で状況にあったコマンドを探し出して利用することが求められる。解

答者は衝突を最小化するために、計画を作成し、進捗状況を管理しなければならない。

また、解答者は電子メールと会議室予約システムという２つのアプリケーションの間で情

報の移動をすることが求められる。 3

難しい

ＩＴを活用した問題解決能力の問題例


